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は
じ
め
に

　

藤
原
為
家
の
天
神
信
仰
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
の
一
つ
と
し
て

『
為
家
七
社
百
首
』所
収
の「
北
野
社
百
首
」が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

こ
の
為
家
北
野
社
百
首
を
も
と
に
、
為
家
の
天
神
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
北
野
天
神
を
ど
う
理
解
し
て
堀
河
題
の
中
で
ど
の
よ

う
に
描
こ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
点
を
探
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

以
下
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』D

V
D

-RO
M

版
に
、
歌
学
書
は
『
日
本
歌
学
大
系
』
に
拠
っ
て
お
り
、
平
仮
名
や
踊
り

字
の
部
分
に
漢
字
を
当
て
た
り
、
濁
点
や
句
読
点
・
か
ぎ
括
弧
な
ど
を
施

し
た
り
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
為
家
北
野
社
百
首
の
成
立
事
情

　

為
家
北
野
社
百
首
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
『
為
家
七
社
百
首
』
の
序

文
・
端
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

正
嘉
三
年
（
一
二
五
九
）
三
月
に
後
嵯
峨
上
皇
か
ら
二
度
目
の
勅
撰
集

の
下
命
を
受
け
た
為
家
は
、
む
か
し
千
載
集
成
立
後
ま
も
な
く
祖
父
俊
成

が
「
道
を
畏
れ
思
ふ
に
よ
り
」
詠
作
し
た
『
俊
成
五
社
百
首
』
の
時
と
同

じ
く
、
為
家
自
身
も
「
末
の
世
に
は
い
よ
い
よ
人
の
心
ざ
し
も
身
の
誤
り

も
方
々
畏
る
べ
き
由
な
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
に
よ
り
奉
納
百
首
の
詠
作
を

思
い
立
つ
。
そ
こ
で
為
家
は
「
文
応
元
年
九
月
の
末
、
日
吉
に
籠
も
り
て

祝
成
賢
宿
禰
に
申
し
合
は
せ
」
て
、『
俊
成
五
社
百
首
』
と
同
じ
よ
う
に

堀
河
題
で
春
日
・
日
吉
・
賀
茂
・
住
吉
・
伊
勢
の
五
社
へ
の
奉
納
百
首
を

文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
九
月
末
か
ら
十
一
月
中
旬
に
か
け
て
詠
作
し
終

藤
原
為
家
の
北
野
社
百
首

―
歌
道
家
の
危
機
に
お
け
る
家
意
識
と
天
神
信
仰
―

福
　
留
　
瑞
　
美
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え
た
。
し
か
し
「
そ
の
の
ち
又
思
へ
ば
、
石
清
水
・
北
野
に
も
心
ざ
し
あ

り
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
に
石
清
水
百
首
と
北
野
社
百
首
も
加
え
る

こ
と
に
し
て
年
末
か
ら
翌
年
正
月
十
八
日
に
か
け
て
詠
作
し
終
え
、『
俊

成
五
社
百
首
』
に
倣
っ
て
順
次
奉
納
し
、
最
後
に
北
野
社
百
首
を
五
月

十
六
日
法
眼
幸
祐
を
介
し
て
奉
納
し
た
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、
為
家
は
祖
父
俊
成
と
同
じ
桑
門
撰
者
と
な
っ
た
こ
と
が
契
機

と
な
っ
て
、
自
身
を
俊
成
と
重
ね
合
わ
せ
、『
俊
成
五
社
百
首
』
と
同
じ

く
「
歌
道
の
畏
れ
」
を
感
じ
た
た
め
に
堀
河
題
奉
納
百
首
（
五
社
百
首
）

を
詠
作
し
、
ま
た
思
う
こ
と
が
あ
っ
て
石
清
水
と
北
野
社
も
追
加
す
る
こ

と
に
し
て
七
社
百
首
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
清
水
百
首
と

北
野
社
百
首
は
『
俊
成
五
社
百
首
』
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
前
例
の
な

い
為
家
独
自
の
堀
河
題
奉
納
百
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
堀
河
題
奉
納
百
首
が
詠
ま
れ
た
契
機
で
、
為
家
の
感

じ
た
と
い
う
「
歌
道
の
畏
れ
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
歌
道
家

の
地
位
を
脅
か
す
よ
う
な
真
観
ら
反
御
子
左
派
の
動
き
に
対
す
る
畏
れ
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
追
加
さ
れ
た
石
清
水
百
首
と
北
野
社
百
首
に
つ
い

て
、
佐
藤
恒
雄
氏
は
「
ま
さ
し
く
真
観
と
将
軍
宗
尊
親
王
と
の
結
び
つ
き

が
顕
在
化
し
た
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
背
景
と
こ
の
作
品
の

詠
作
と
の
間
に
、
単
な
る
偶
然
と
は
い
え
ぬ
、
緊
密
な
関
連
が
あ
っ
た
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
」（『
藤
原
為
家
研
究
』
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
八
年
・

第
二
章
第
五
節
「
七
社
百
首
考
」）
と
指
摘
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
為
家
は
石
清
水
八
幡
宮
と
北
野
天
満
宮
を
追
加
の
奉

納
先
に
選
ん
だ
の
か
。
石
清
水
百
首
に
つ
い
て
は
、
王
城
鎮
護
の
八
幡
神

が
鎌
倉
将
軍
家
・
幕
府
（
鶴
岡
八
幡
宮
）
と
ゆ
か
り
が
あ
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
北
野
社
百
首
に
つ
い
て
は
為
家
の
父
定
家
の
天
神
信

仰
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
定
家

の
北
野
信
仰
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

二
、
定
家
の
天
神
信
仰
と
そ
の
影
響

　
『
拾
遺
愚
草
』
員
外
の
堀
河
題
百
首
序
の
追
記
回
想
部
分
に
、

　
　

 

但
件
人
望
僅
三
四
年
歟
、
自
文
治
・
建
久
以
来
、
称
新
儀
非
拠
達
磨

歌
、
為
天
下
貴
賤
被
悪
、
已
欲
被
棄
置
、
及
正
治
・
建
仁
、
蒙
天
満

天
神
溟
助
、
応
聖
主
聖
朝
之
勅
愛
、
僅
継
家
跡
、
猶
携
此
道
事
、
秘

而
不
浅

と
あ
る
。
養
和
期
の
初
学
百
首
（
一
一
八
一
年
二
十
歳
の
作
）
や
堀
河
題

百
首
（
一
一
八
二
年
）
を
詠
作
し
た
定
家
に
対
す
る
好
評
価
・
人
望
は
僅

か
三
四
年
で
、
文
治
・
建
久
期
以
降
そ
の
新
し
い
作
風
が
達
磨
歌
と
批
判

さ
れ
て
棄
て
置
か
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
が
、
正
治
・
建
仁
期
頃
に
な
っ
て

北
野
の
天
満
天
神
の
冥
助
を
蒙
っ
て
、
後
鳥
羽
院
の
勅
命
に
応
じ
て
僅
か
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に
歌
道
家
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
、
定
家
は
回
想
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
定
家
に
と
っ
て
北
野
天
神
は
歌
道
家
継
承
の
転
機
に
冥
助
を
授
け

て
く
れ
た
神
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、『
明
月
記
』
に
お
い
て
も
、
御
子
左
家
歴
代
が
氏
神
と
し
て
信

仰
し
て
い
た
日
吉
参
詣
の
頻
度
に
は
到
底
及
ば
な
い
も
の
の
、
定
家
の
北

野
参
詣
の
記
事
が
何
度
か
記
載
さ
れ
て
お
り
、
先
の
追
記
に
あ
る
よ
う
に

確
か
に
正
治
・
建
仁
期
あ
た
り
に
集
中
し
て
い
る
。
石
田
吉
貞
氏
が
定
家

の
北
野
信
仰
に
つ
い
て
「
歌
道
の
事
に
關
し
て
の
み
」（『
藤
原
定
家
の
研

究
』
文
雅
堂
書
店
・
一
九
五
七
年
）
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
は
あ
る
が
、

為
家
へ
の
影
響
を
探
る
上
で
定
家
が
ど
の
よ
う
に
北
野
天
神
を
信
仰
し
て

い
た
の
か
を
見
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
諸
先
学
の
指
摘
と
重
な
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
具
体
的
に
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
『
明
月
記
』
か
ら
定
家
の
北
野
信
仰
に
関
わ
る
主
な

記
載
部
分
を
、
次
の
【
表
1
】
と
し
て
示
し
た
。
以
下
の
日
記
本
文
は
、

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
翻
刻
明
月
記
1
～
3
』（
朝
日
新
聞
社
）
に
拠
っ

て
い
る
。

　
【
表
1
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
ま
だ
内
昇
殿
・
春
宮
昇
殿
・
院
昇
殿
も

果
た
せ
て
い
な
か
っ
た
正
治
二
年
八
月
に
、
定
家
は
二
度
北
野
参
詣
を

行
っ
て
い
る
。

【
表
1
】
明
月
記
に
お
け
る
定
家
の
北
野
関
連
記
事

年
号

西
暦

月
日

北
野
関
連
記
載
部
分
（『
明
月
記
』
抜
粋
）

正
治
二
年

1200

8
月
1
日
① 

一
日
、
天
晴
、
未
終
許
出
嵯
峨
、
参
御
堂
。
礼
仏
之
後
、
騎

馬
参
北
野
。
今
日
御
輿
迎
云
々
。
雖
頗
晴
、
猶
於
閑
所
〈
廻

廊
東
〉、
奉
幣
。
出
御
之
間
奉
礼
。
信
心
殊
深
。
年
来
常
相
障

不
参
、
適
厳
重
之
日
奉
拝
也
。
殊
以
感
悦
、
別
有
祈
請
申
事
。

神
輿
出
御
之
後
、
漸
退
出
、
自
馬
場
埒
東
、
大
宮
南
行
、
帰
京
、

於
大
御
門
前
日
入
了
。
…
…

8
月
13
日
② 

十
三
日
、
天
晴
、
未
後
雨
如
注
、
入
夜
雨
止
。
未
時
参
詣
北
野
。

自
歌
一
巻
〈
入
箱
〉、
預
祝
申
僧
、
可
奉
納
之
由
語
付
了
。
先

日
参
詣
、
心
中
祈
願
已
以
満
足
。
仍
重
所
詠
進
也
。
凌
雨
昇

降
退
出
。
…
…

建
仁
元
年

1201

③ 

（『
明
月
記
』
建
仁
元
年
7
月
28
日
〜
8
月
2
日
の
記
事
な
し
）

建
仁
二
年

1202

7
月
29
日
④ 

…
…
入
夜
密
々
相
具
文
義
、参
北
野
通
夜
、聞
暁
鐘
之
後
帰
宅
。

建
仁
三
年

1203

3
月
29
日
⑤ 

廿
九
日
晦
、天
晴
、早
旦
参
詣
北
野
〈
祈
念
申
撰
歌
事
〉、奉
幣
、

帰
宅
。

4
月
10
日
⑥ 

…
…
此
四
ケ
日
北
野
旧
木
中
毎
酉
時
煙
出
、
以
人
可
被
実
検

由
、
宮
寺
申
之
云
々
。
被
遣
出
納
。
定
是
非
吉
事
歟
、
愚
案
、

ゆ
ふ
さ
れ
ハ
野
に
も
山
に
も
た
つ
け
ふ
り
歎
よ
り
こ
そ
も
え

ま
さ
り
け
れ

8
月
1
日
⑦ 

一
日
、
天
晴
、
暁
更
御
殿
開
奉
拝
了
、
帰
京
〈
往
反
山
路
、

浜
水
溢
〉。
参
北
野
即
帰
。
未
時
参
殿
…
…

元
久
元
年

1204

7
月
30
日
⑧ 

卅
日
、
天
晴
、
入
夜
参
北
野
、
通
夜
。

元
久
二
年

1205

1
月
22
日
⑨ 

廿
二
日
、
天
晴
、
給
料
為
俊
来
談
、
去
年
歳
末
菅
翰
林
〈
為

長
朝
臣
〉
被
聴
昇
殿
、為
御
侍
読
〈
文
道
面
目
、何
事
過
之
乎
〉。

予
問
云
、
重
服
人
参
北
野
歟
。
答
曰
、
過
百
日
之
後
更
不
憚
、

氏
人
著
重
服
衣
参
詣
、
白
川
僧
正
御
房
贈
給
和
歌
。

7
月
17
日
⑩ 

…
…
自
院
給
題
三
首
、
北
野
祈
雨
歌
合
云
々
。

建
暦
二
年

1212

8
月
27
日
⑪
廿
七
日
、
自
昨
夕
天
陰
、
已
後
忽
晴
、
男
女
共
令
参
日
吉
、

依
老
屈
久
不
参
之
間
、
以
両
人
為
替
、
午
時
許
参
座
主
御
房
、

痔
御
痛
之
由
伝
聞
、
参
也
、
召
入
良
久
清
談
、
太
以
本
意
、
臨

昏
退
出
。
両
息
又
令
参
北
野
。
…
…
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正
治
二
年
七
月
十
五
日
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
始
動
と
な
る
院
百
首
（
正

治
百
首
）
の
企
画
が
上
が
る
な
か
、
六
条
藤
家
の
季
経
・
経
家
ら
が
内
大

臣
源
通
親
と
結
託
し
て
、
定
家
を
院
百
首
の
作
者
に
選
出
さ
れ
な
い
よ
う

画
策
す
る
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
知
っ
た
定
家
は
、
宰
相
中
将
公
経
を
通
し

て
院
周
辺
の
動
向
を
探
り
、「
只
権
門
物
狂
也
、
可
弾
指
」（
七
月
二
十
六

日
条
）
と
不
満
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
定
家
は
八
月
一
日
に
騎

馬
で
北
野
へ
参
り
、
た
ま
た
ま
神
輿
迎
え
の
厳
重
な
神
事
の
な
か
、
閑
所

（
廻
廊
東
）
に
て
奉
幣
・
奉
礼
・
詠
進
な
ど
を
行
っ
た
（
表
1
①
）。
そ
の

前
後
に
は
父
俊
成
が
院
女
房
宛
の
仮
名
状（
正
治
二
年
俊
成
卿
和
字
奏
状
）

を
献
じ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
後
鳥
羽
院
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
八
月
九

日
に
定
家
は
作
者
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
父
俊
成
と
定
家
の

「
二
世
之
願
望
已
満
」（
八
月
九
日
条
）
と
し
て
喜
ん
で
い
る
。
そ
し
て
定

家
は
御
礼
参
り
と
し
て
八
月
十
三
日
に
再
び
北
野
参
詣
を
行
い
、
箱
に
入

れ
た
詠
歌
一
巻
を
僧
に
預
け
て
奉
納
し
た
（
表
1
②
）。
そ
の
後
、
定
家

が
詠
進
し
た
正
治
初
度
百
首
は
後
鳥
羽
院
の
感
心
を
得
て
、
内
昇
殿
・
春

宮
昇
殿
・
院
昇
殿
を
聴
さ
れ
て
、
や
が
て
御
子
左
家
の
歌
壇
制
圧
・
勅
撰

集
撰
者
へ
の
道
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
合
理
的
に
考
え
れ

ば
、
定
家
が
院
百
首
の
作
者
に
選
出
さ
れ
た
の
は
父
俊
成
の
ロ
ビ
ー
活
動

（
仮
名
状
な
ど
）
の
お
か
げ
で
あ
ろ
う
が
、
定
家
は
堀
河
題
百
首
序
の
追

記
で
「
天
満
天
神
の
溟
助
」
を
蒙
っ
た
出
来
事
と
し
て
回
想
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、『
拾
遺
愚
草
』
下
・
雑
・
二
八
九
九
に
は
北
野
社
へ
の
奉
納
和

歌
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　

こ
と
わ
り
思
ひ
し
こ
と
を
北
野
に
祈
り
申
す
と
て

　
　

ち
は
や
ぶ
る
神
の
北
野
に
迹
垂
れ
て
後
さ
へ
か
か
る
物
や
思
は
む

　
　
　
　
　

そ
の
こ
と
わ
り
、
し
る
し
あ
ら
た
に
な
ん
侍
り
け
る

と
左
注
に
そ
の
祈
願
が
成
就
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
石
田
吉
貞

氏
は
「
正
治
百
首
の
時
の
祈
請
の
歌
で
あ
ら
う
か
」（
同
上
）
と
指
摘
す

る
。
当
時
の
貴
族
官
僚
に
と
っ
て
、
時
の
政
権
に
認
め
ら
れ
立
身
出
世
す

る
た
め
に
も
誹
謗
中
傷
は
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
同
じ
境
遇
に
あ
っ
た
菅

原
道
真
を
祀
る
北
野
社
は
讒
言
・
誹
謗
中
傷
か
ら
救
済
し
て
く
れ
る
「
至

誠
の
神
」
と
し
て
恰
好
の
信
仰
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、「
文
道
の
神
」

で
も
あ
る
北
野
天
神
に
和
歌
を
奉
納
す
る
こ
と
は
「
歌
徳
」
を
授
か
る
可

能
性
も
あ
り
、
例
え
ば
『
顕
輔
集
』
三
九
に
も
、

　
　
　
　

知
ら
ぬ
事
を
人
の
申
せ
る
に
よ
り
て
白
河
院
の
御
畏
ま
り
な
る

頃
、
唐
鏡
の
一
尺
ば
か
り
な
る
を
北
野
に
奉
る
と
て
書
付
け
し

　
　

身
を
つ
み
て
照
ら
し
を
さ
め
よ
ま
す
鏡
た
が
偽
り
も
曇
り
あ
ら
す
な

　
　
　
　
　

 

そ
の
事
の
顕
れ
に
し
こ
そ
世
の
末
と
も
な
く
あ
は
れ
な
り
し

か

と
左
注
に
祈
願
成
就
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
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歌
人
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
北
野
社
へ
自
詠
歌
を
奉
納
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
挙
げ
た
定
家
の
二
度
の
北
野
参
詣
の
場
合
に
お
い
て
も
、「
自
歌
一

巻
〈
入
箱
〉、
預
祝
申
僧
、
可
奉
納
之
由
語
付
了
。
先
日
参
詣
、
心
中
祈

願
已
以
満
足
、
仍
重
所
詠
進
也
」（
表
1
②
『
明
月
記
』
正
治
二
年
八
月

十
三
日
条
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
和
歌
を
奉
納
し
て
祈
願
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
為
家
が
北
野
社
百
首
を
新
た
に
追
加
し
た
動
機
も
こ
の

あ
た
り
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
北
野
天
神
が

父
定
家
の
歌
道
継
承
の
窮
地
に
冥
助
を
授
け
て
く
れ
た
神
で
あ
っ
た
こ

と
、
文
道
の
神
で
歌
徳
を
授
け
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
、
為
家
の
百
首
歌
奉
納
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
正
治
二
年
八
月
以
後
、
祈
願
成
就
し
た
定
家
は
ど
の
よ
う
に
北

野
社
と
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
定
家

は
「
北
野
八
月
一
日
参
り
」
を
五
ヶ
年
続
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
点
で
あ
る
。

　

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
七
月
二
十
七
日
に
和
歌
所
が
設
置
さ
れ
寄
人

と
な
っ
た
翌
七
月
二
十
八
日
～
八
月
二
日
の
現
存
記
事
が
な
い
た
め
定
家

の
北
野
参
詣
を
確
認
で
き
な
い
が
（
表
1
③
）、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）

七
月
二
十
九
日
条
で
は
家
僕
の
文
義
を
伴
っ
て
北
野
で
通
夜
し
暁
鐘
の
後

つ
ま
り
八
月
一
日
に
な
っ
て
か
ら
帰
宅
し
て
い
る
（
表
1
④
）。
建
仁
三

年
（
一
二
〇
三
）
七
月
二
十
九
日
夜
に
日
吉
社
で
宮
廻
お
よ
び
通
夜
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
八
月
一
日
に
北
野
参
詣
し
て
即
帰
っ
て
お
り
（
表

1
⑦
）、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
七
月
三
十
日
条
で
は
北
野
で
通
夜
し

て
い
る
の
で
八
月
一
日
に
帰
宅
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
表
1
⑧
）。

つ
ま
り
、
八
月
一
日
に
参
社
す
る
場
合
は
無
理
を
押
し
て
で
も
参
詣
し
て

即
帰
り
、
七
月
最
終
日
に
参
社
す
る
場
合
は
通
夜
を
行
っ
て
八
月
一
日
に

退
出
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　

そ
し
て
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
三
十
日
に
父
俊
成
が
亡
く
な

り
、
翌
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
正
月
二
十
二
日
の
為
俊
と
の
談
話
で
、

昨
年
末
に
菅
原
為
長
が
土
御
門
天
皇
の
侍
読
と
な
っ
た
話
を
契
機
に
、
定

家
は
重
服
の
人
が
北
野
参
詣
を
し
て
も
構
わ
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

い
る
（
表
1
⑨
）。
ま
た
、
父
俊
成
の
服
喪
期
間
に
あ
る
た
め
に
、
そ
の

間
の
神
事
だ
け
で
は
な
く
、
神
祇
部
・
神
歌
（
菅
原
道
真
詠
も
含
む
か
）

の
切
継
作
業
に
関
わ
る
こ
と
も
避
け
て
い
る
（
元
久
二
年
二
月
二
十
二
日

条
）。
そ
し
て
同
年
三
月
二
十
六
日
に
竟
宴
が
行
わ
れ
た
後
も
切
継
作
業

が
五
年
程
続
く
こ
と
に
な
る
が
、『
明
月
記
』に
は
元
久
二
年（
一
二
〇
五
）・

建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）・
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
の
八
月
一
日
の
記

事
は
存
在
す
る
も
の
の
、
定
家
は
北
野
参
社
を
行
っ
て
い
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
、
定
家
は
正
治
二
年
八
月
一
日
の
最
初
の
北
野
参
詣
か
ら
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例
年
の
如
く「
北
野
八
月
一
日
参
り
」を
元
久
元
年
に
か
け
て
五
年
間
行
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
父
俊
成
の
服
喪
期
間
で
神
事
を
避
け

た
た
め
「
北
野
八
月
一
日
参
り
」
も
終
え
た
の
か
、
ま
た
は
正
治
二
年
八

月
当
初
か
ら
五
ヶ
年
の
誓
願
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
願
い
が
叶

え
ら
れ
た
正
治
二
年
八
月
一
日
の
初
参
詣
の
後
し
ば
ら
く
は
恒
例
の
参
詣

行
事
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
一
連
の
「
北
野
八
月
一
日
参
り
」
は
、

正
治
二
年
八
月
一
日
の
当
初
か
ら
の
歌
道
継
承
・
歌
道
家
の
安
泰
に
関
わ

る
祈
願
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
北
野
八
月
一
日
参
り
」
と
は
別
に
行
っ
た

建
仁
三
年（
一
二
〇
三
）三
月
二
十
九
日
の
北
野
参
詣
で
あ
る（
表
1
⑤
）。

こ
の
時
の
動
機
に
つ
い
て
は
、「
祈
念
申
撰
歌
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た

め
明
白
で
あ
る
が
、
恒
例
の
「
北
野
八
月
一
日
参
り
」
と
は
別
の
祈
願
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期

に
撰
歌
祈
念
を
行
っ
た
理
由
は
、
同
年
三
月
七
日
に
源
家
長
か
ら
、
撰
歌

を
後
鳥
羽
院
の
熊
野
詣
で
の
間
に
清
書
し
て
還
御
の
最
前
に
進
め
る
よ
う

に
と
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
年
四
月
十
日
（
表

1
⑥
）
に
は
北
野
社
の
旧
木
で
四
日
続
け
て
夕
刻
（
酉
時
）
に
出
煙
が
起

き
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
定
家
は
、「
夕
さ
れ
ば
野
に
も
山
に
も

立
つ
け
ぶ
り
歎
よ
り
こ
そ
燃
え
増
さ
り
け
れ
」
と
い
う
菅
原
道
真
の
詠
歌

（
出
典
不
明
。『
大
鏡
』
所
収
）
を
も
と
に
「
定
め
て
是
れ
吉
事
に
非
ず
か
」

と
案
ず
る
が
、
同
年
四
月
二
十
日
に
撰
歌
を
提
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
定
家
の
撰
歌
に
対
す
る
評
価
は
、
新
古
今
集
の
撰
者
名
注
記
か
ら

多
少
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
新
古
今

集
解
題
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
撰
者
名
注
記
を
参
考
に
す
る
と
、
撰
者
別
の

注
記
数
（
全

1978
首
。
虫
損
な
ど
不
明
3
箇
所
は
省
く
）
は
源
通
具
281
、
有

家
550
、
定
家
850
、
家
隆
851
、
雅
経
775
、
注
記
ナ
シ
255
箇
所
で
あ
る
。
後
鳥

羽
院
の
叡
慮
の
和
歌
賞
で
有
家
（
六
条
藤
家
）
が
大
蔵
卿
と
な
っ
た
こ
と

に
対
す
る
定
家
の
悲
嘆
は
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
（『
明
月
記
』
建

仁
二
年
七
月
二
十
四
日
条
）、
そ
の
有
家
よ
り
も
一
・
五
倍
以
上
多
く
撰
歌

が
あ
り
、
質
・
量
と
も
に
認
め
ら
れ
撰
歌
に
お
い
て
活
躍
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
定
家
は
堀
河
題
百
首
序
の
追
記
で
、
正
治
期
（
院
百
首

の
詠
作
）
と
と
も
に
建
仁
期
（
勅
撰
集
の
撰
歌
）
も
「
天
満
天
神
の
溟
助
」

と
し
て
回
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
示
し
た
よ
う
に
、定
家
は
北
野
天
神
の
お
か
げ
で
、六
条
藤
家
（
季

経
・
経
家
ら
）
の
策
略
か
ら
救
わ
れ
、
正
治
百
首
以
降
の
作
歌
活
動
・
勅

撰
集
の
撰
歌
作
業
へ
と
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
お
け
る
歌
道
家
の
地
位
を
確
固

た
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
捉
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
定
家
の
天

神
信
仰
の
あ
り
よ
う
は
、
勅
撰
集
の
撰
歌
作
業
の
さ
な
か
真
観
ら
反
御
子

左
派
の
動
き
を
受
け
て
息
子
為
家
に
も
継
承
さ
れ
た
。
つ
ま
り
父
定
家
と

同
じ
く
歌
道
家
の
地
位
・
歌
道
継
承
の
危
機
と
い
う
時
に
、
為
家
は
北
野
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社
百
首
の
奉
納
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
は
、
為
家
北

野
社
百
首
の
和
歌
表
現
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

三
、
為
家
北
野
社
百
首
の
和
歌
表
現

　

そ
れ
で
は
、
為
家
は
北
野
社
を
ど
の
よ
う
に
信
仰
し
て
い
た
の
か
、
そ

の
天
神
信
仰
が
和
歌
表
現
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
北

野
社
・
天
神
菅
原
道
真
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
の
か
等
々
、
為
家
の

北
野
社
百
首
を
通
し
て
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
先
に
も
触
れ

た
が
、
為
家
の
北
野
社
百
首
は
、
先
例
と
な
る
『
俊
成
五
社
百
首
』
に
は

北
野
社
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
先
例
の
な
い
為
家
独
自
の
堀
河
題
奉

納
百
首
で
あ
る
。

1
、
北
野
に
関
連
す
る
場
所
表
現

　

堀
河
題
は
四
季
70
首
・
恋
10
首
・
雑
20
首
の
構
成
か
ら
な
る
百
題
百
首

で
あ
る
。
例
え
ば
御
子
左
家
歴
代
の
氏
神
で
あ
る
日
吉
社
に
お
い
て
、
俊

成
日
吉
社
百
首
で
は
22
首
、
為
家
日
吉
社
百
首
で
は
60
首
で
日
吉
社
の
神

域
や
周
辺
地
域
が
想
定
さ
れ
詠
ま
れ
て
お
り
、『
俊
成
五
社
百
首
』
と
比

べ
て
『
為
家
七
社
百
首
』
は
奉
納
先
お
よ
び
周
辺
の
場
所
表
現
を
多
く
詠

み
入
れ
て
奉
納
先
の
四
季
の
変
化
な
ど
奉
納
先
の
姿
を
堀
河
題
で
描
こ
う

と
す
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、為
家
北
野
社
百
首
の
場
合
は
、次
の
【
表

2
】
に
示
し
た
よ
う
に
奉
納
先
で
あ
る
北
野
社
に
関
連
す
る
場
所
（
神
・

神
域
・
周
辺
地
域
）
が
想
定
さ
れ
詠
ま
れ
て
い
る
和
歌
は
25
首
程
度
し
か

な
く
、『
為
家
七
社
百
首
』（
北
野
社
以
外
の
六
社
は
50
～
60
首
前
後
程
度
）

の
中
で
か
な
り
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
、
場
所
表
現
以

外
に
も
北
野
社
へ
の
奉
納
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
北
野
天
神

を
表
現
す
る
手
段
が
多
く
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

【
表
2
】
為
家
北
野
社
百
首
に
お
け
る
場
所
表
現
（
延
べ
数
）　　

  

［　

］
は
堀
河
題

（
北
野
の
）
神

9
首 

［
蚊
遣
火
］・［
霧
］・［
月
］・［
霜
］・［
寒
蘆
］・［
千
鳥
］・［
竹
］・

［
苔
］・［
野
］

神域
（
北
野
の
）
社

2
首
［
郭
公
］・［
紅
葉
］

神
垣･

玉
垣･

標
縄

3
首
［
梅
］・［
五
月
雨
］・［
述
懐
］

（
北
野
・
一
夜
）
松

6
首 

［
立
春
］・［
子
日
］・［
桜
］・［
立
秋
］・［
紅
葉
］・［
松
］

北
野
周
辺
地
域

6
首 

北
野
の
野
辺
（
右
近
馬
場
）［
春
駒
］・
都
の
北
の
野
辺

［
雪
］・
九
重
の
御
垣
原
［
霞
］・
船
岡
［
子
日
］・
御
輿

岡
［
若
菜
・
鷹
狩
］

そ
の
他

都
［
旅
・
山
家
］、県
井
戸
［
款
冬
］、小
野
［
卯
花
］、宇
治
［
網
代
］、

氷
室
山
［
氷
室
］、
三
笠
山
［
駒
迎
］、
飛
鳥
川
［
河
］、
難
波
［
寒

蘆
・
橋
］、
和
歌
浦
［
春
雨
・
鶴
］、
越
路
［
帰
雁
］、
阿
波
手
杜
［
不

逢
恋
］、
東
の
野
辺
［
早
蕨
］、
足
柄
関
［
関
］
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2
、
北
野
に
関
す
る
当
時
の
共
通
認
識

　

為
家
北
野
社
百
首
お
よ
び
成
立
年
の
近
い
次
の
ａ
ｂ
（『
為
家
七
社
百

首
』
成
立
前
後
の
作
品
）
か
ら
、
北
野
社
・
天
神
に
関
す
る
当
時
の
歴
史

観
を
見
て
み
る
と
、

　
ａ
慈
円
『
愚
管
抄
』
巻
三
「
…
…
間
近
ク
コ
ノ
大
内
ノ
北
ノ
野
ニ
一
夜

松
ヲ
ヒ
デ
テ
渡
ラ
セ
玉
ヒ
テ
、
行
幸
ナ
ル
神
ト
ナ
ラ
セ
玉
ヒ
テ
、
人

ノ
無
実
ヲ
タ
ダ
サ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
…
…
」

　

ｂ
『
続
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
「
…
…
全
て
は
勅
撰
も
度
重
な
り
、
詠

め
る
輩
も
数
知
ら
ざ
る
中
に
、
菅
丞
相
は
延
喜
よ
り
は
じ
め
て
雲
の

上
の
撰
び
に
そ
な
は
り
、
天
暦
よ
り
新
た
に
都
の
北
の
迹
を
垂
れ
し

か
ば
、
松
の
陰
を
わ
け
て
み
ゆ
き
重
な
り
、
野
辺
の
草
を
凌
ぎ
て
手

向
け
を
結
び
つ
つ
、
朝
夕
に
仰
ぎ
尊
び
奉
る
あ
ま
り
、
代
代
の
集
に

記
さ
れ
た
る
跡
を
こ
の
た
び
改
め
留
む
る
な
ら
し
。
時
に
文
永
二
年

十
二
月
廿
六
日
な
む
こ
の
集
を
記
し
終
は
り
ぬ
る
。
…
…
」

と
あ
り
、
当
時
の
北
野
天
神
に
関
す
る
共
通
認
識
と
し
て
、
北
野
に
一
夜

に
し
て
数
十（
数
千
）も
の
松
を
生
や
し
て
鎮
座
し
た
神（
一
夜
松
伝
説
）、

最
初
の
古
今
集
か
ら
代
々
の
勅
撰
集
で
和
歌
が
撰
ば
れ
た
和
歌
文
道
の

神
、
冤
罪
を
晴
ら
す
正
道
至
誠
の
神
、
行
幸
重
な
る
国
家
鎮
護
の
神
と
い

う
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
共
通
認
識
に
相
当
す
る
為
家
北
野
社
百
首
の
具
体

的
な
表
現
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、
一
夜
松
伝
説
を
踏
ま
え
た

表
現
と
し
て
、
以
下
の
和
歌
が
あ
る
。

 　

① 

浅
緑
松
も
一
夜
の
ひ
と
し
ほ
に
ま
づ
た
ち
か
は
る
春
ぞ
知
ら
る
る

［
立
春
］

 　

② 

船
岡
の
子
の
日
の
跡
は
そ
れ
な
が
ら
北
野
の
松
に
ひ
く
心
か
な
［
子

日
］

 　

③ 

け
さ
見
れ
ば
北
野
の
松
の
木
の
間
よ
り
一
夜
の
ほ
ど
に
花
咲
き
に

け
り
［
桜
］

 　

④ 

今
朝
や
ま
た
い
つ
し
か
秋
に
な
り
ぬ
ら
ん
一
夜
に
か
は
る
松
風
の

声
［
立
秋
］

 　

⑤ 

松
な
ら
ぬ
よ
そ
の
紅
葉
も
一
夜
に
ぞ
北
野
の
杜
は
色
づ
き
に
け
る

［
紅
葉
］

 　

⑥ 

頼
む
か
な
今
も
北
野
の
一
夜
松
昔
の
跡
に
色
も
か
は
ら
ず
［
松
］

こ
の
よ
う
に
一
夜
松
を
単
に
詠
み
入
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
①
で
は
「
一0

夜
の
ひ
と

0

0

し
ほ
に
」
と
同
音
反
復
表
現
に
利
用
し
た
り
、
⑤
で
は
「
一
夜

林
霜
葉
尽
紅
」（
和
漢
朗
詠
集
・
霜
368
・
温
庭
筠
）を
踏
ま
え
た
り
す
る
な
ど
、

堀
河
題
に
合
わ
せ
て
季
節
・
桜
・
風
音
・
紅
葉
が
一
夜
に
変
化
し
た
と
趣

向
を
変
え
て
詠
ん
で
い
る
。
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3
、
菅
原
道
真
詠
の
摂
取

　
『
為
家
七
社
百
首
』
に
は
菅
原
道
真
詠
を
摂
取
し
た
と
思
わ
れ
る
和
歌

が
十
首
ほ
ど
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
為
家
住
吉
社
百
首
の
菊
題
「
ゆ
ふ

し
で
か
浪
か
あ
ら
ぬ
か
住
の
江
の
松
の
下
な
る
白
菊
の
花
」
に
は
、「
秋

風
の
吹
き
上
げ
に
た
て
る
白
菊
は
花
か
あ
ら
ぬ
か
浪
の
よ
す
る
か
」（
古

今
集
・
秋
下
272
・
菅
原
朝
臣
、
寛
平
御
時
菊
合
8
菅
丞
相
）
と
い
う
活
躍

期
の
和
歌
が
摂
取
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
当
該
の
為
家
北
野
社
百

首
に
お
い
て
は
、

 　

⑦
咲
き
や
ら
ぬ
花
の
香
遅
き
春
風
に
な
ほ
誘
は
る
る
鶯
の
声
［
鶯
］

　
　
「
谷
ふ
か
み
春
の
光
の
遅
け
れ
ば
雪
に
つ
つ
め
る
鶯
の
声
」

 

（
新
古
今
集
・
雑
上

1441
・
菅
贈
太
政
大
臣
）

 　

⑧
神
垣
に
春
を
忘
れ
ぬ
梅
の
花
た
れ
な
ほ
ざ
り
の
色
香
と
か
せ
ん［
梅
］

　
　
「
東
風
吹
か
ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
主
な
し
と
て
春
を
忘
る
な
」

 

（
拾
遺
集
・
雑
春

1006
・
贈
太
政
大
臣
）

 　

⑨
道
の
辺
の
柳
の
糸
の
く
り
か
へ
し
あ
は
れ
昔
の
春
を
こ
ひ
つ
つ［
柳
］

　
　
「
道
の
辺
の
朽
ち
木
の
柳
春
来
れ
ば
あ
は
れ
昔
と
偲
ば
れ
ぞ
す
る
」

 

（
新
古
今
集
・
雑
上

1449
・
菅
贈
太
政
大
臣
）

 　

⑩
天
の
川
道
も
宿
り
も
秋
ご
と
に
か
は
ら
じ
も
の
を
星
合
の
空［
七
夕
］

　
　
「
天
つ
星
道
も
宿
り
も
有
り
な
が
ら
空
に
う
き
て
も
思
ほ
ゆ
る
か
な
」

 

（
拾
遺
集
・
雑
上
479
・
贈
太
政
大
臣
）

 　

⑪
わ
び
人
の
袖
は
涙
と
い
ひ
お
き
て
草
葉
に
ま
さ
る
秋
の
白
露
［
露
］

　
　
「
草
葉
に
は
玉
と
見
え
つ
つ
わ
び
人
の
袖
の
涙
の
秋
の
白
露
」

 

（
新
古
今
集
・
秋
下
461
・
菅
贈
太
政
大
臣
）

 　

⑫ 

よ
そ
に
立
つ
野
山
の
煙
見
て
も
ま
づ
げ
に
悲
し
き
は
思
ひ
な
り
け

り
［
思
］

　
　

 「
夕
さ
れ
ば
野
に
も
山
に
も
立
つ
煙
歎
き
よ
り
こ
そ
燃
え
増
さ
り
け

れ
」（
大
鏡
な
ど
）

 　

⑬ 

あ
し
引
の
山
は
一
つ
の
道
を
だ
に
こ
な
た
か
な
た
と
な
す
人
の
憂

さ
［
山
］

　
　
「
あ
し
引
の
こ
な
た
か
な
た
に
道
は
あ
れ
ど
都
へ
い
ざ
と
い
ふ
人
ぞ

な
き
」 

（
新
古
今
集
・
雑
下

1690
・
菅
贈
太
政
大
臣
）

と
左
遷
時
に
詠
ま
れ
た
沈
淪
の
和
歌
を
中
心
に
摂
取
さ
れ
て
お
り
、
道
真

詠
に
同
調
し
た
内
容
の
和
歌
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
の
和
歌
で
は
道

真
詠
だ
け
で
は
な
く
、「
鶯
声
誘
引
来
花
下
」（
和
漢
朗
詠
集
・
鶯
67
・
白

居
易
）
を
踏
ま
え
た
和
歌
「
花
の
香
を
風
の
頼
り
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
鶯
誘
ふ

し
る
べ
に
は
や
る
」（
古
今
集
・
春
上
13
・
紀
友
則
、
寛
平
御
時
后
宮
歌

合
1
）
の
表
現
も
組
み
合
わ
せ
て
摂
取
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
、
道
真
周
辺
の
和
歌
摂
取

　

家
の
教
え
通
り
三
代
集
を
尊
重
す
る
為
家
は
、『
為
家
七
社
百
首
』
で
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も
特
に
古
今
集
歌
を
摂
取
す
る
こ
と
が
多
い
。
中
で
も
為
家
北
野
社
百
首

の
秋
部
前
半
（
女
郎
花
～
初
雁
題
）
は
『
古
今
集
』
巻
第
四
秋
上
を
見
な

が
ら
詠
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
箇
所
で
あ
る
。

 　

⑭ 

な
び
き
な
ば
た
が
名
か
立
た
ん
女
郎
花
千
草
に
移
る
秋
の
野
風
に

［
女
郎
花
］

　
　
　
　
　

朱
雀
院
の
女
郎
花
合
に
詠
み
て
奉
り
け
る　

左
大
臣

　
　
　

女
郎
花
秋
の
野
風
に
う
ち
な
び
き
心
一
つ
を
誰
に
寄
す
ら
む

 

（
古
今
集
・
秋
上
230
）

 　

⑮
く
ら
べ
ば
や
草
の
袂
の
花
薄
い
は
で
露
け
き
苔
の
衣
を
［
薄
］

　
　
　
　
　

寛
平
御
時
后
の
宮
の
歌
合
の
歌　

在
原
棟
梁

　
　
　

秋
の
野
の
草
の
袂
か
花
薄
穂
に
出
で
て
招
く
袖
と
見
ゆ
ら
む

 

（
古
今
集
・
秋
上
243
）

 　

⑯ 

誰
か
来
て
野
辺
に
脱
ぎ
け
ん
露
か
け
て
形
見
に
に
ほ
ふ
藤
袴
か
な

［
藤
袴
］

　
　
　
　
　

是
貞
の
親
王
の
家
の
歌
合
に
よ
め
る　

敏
行
朝
臣

　
　
　

何
人
か
来
て
脱
ぎ
か
け
し
藤
袴
来
る
秋
ご
と
に
野
辺
を
に
ほ
は
す

 

（
古
今
集
・
秋
上
239
）

　
　
　
　
　

藤
袴
を
詠
み
て
人
に
遣
は
し
け
る　

貫
之

　
　
　

や
ど
り
せ
し
人
の
形
見
か
藤
袴
忘
ら
れ
が
た
き
香
に
に
ほ
ひ
つ
つ

 

（
古
今
集
・
秋
上
240
）

 　

⑰ 

か
け
て
飛
ぶ
た
が
玉
章
と
知
ら
す
ら
ん
雁
の
翼
の
雲
の
う
は
が
き

［
初
雁
］

　
　
　
　
　

是
貞
の
親
王
の
家
の
歌
合
の
歌　

友
則

　
　
　

秋
風
に
初
雁
が
ね
ぞ
き
こ
ゆ
な
る
た
が
玉
章
を
か
け
て
き
つ
ら
む

 

（
古
今
集
・
秋
上
207
）

　

こ
の
よ
う
に
堀
河
題
の
女
郎
花
・
薄
・
刈
萱
・
藤
袴
・
萩
・
初
雁
の
連

続
す
る
六
首
の
う
ち
四
首
が
古
今
集
秋
上
の
和
歌
か
ら
摂
取
さ
れ
て
い

る
。
⑰
の
和
歌
で
は
同
じ
蘇
武
の
故
事
を
踏
ま
え
た
和
歌
「
北
へ
行
く
雁

の
翼
に
言
づ
て
よ
雲
の
う
は
が
き
か
き
絶
え
ず
し
て
」（
新
古
今
集
・
離
別
・

859

・
紫
式
部
）
の
表
現
も
組
み
合
わ
せ
て
摂
取
し
て
い
る
が
、
⑯
の
和

歌
で
は
古
今
集
239
と
240
の
連
続
し
た
和
歌
の
表
現
を
組
み
合
わ
せ
て
取
り

入
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
秋
部
前
半
あ
た
り
は
古
今
集
秋
上
を
見
な

が
ら
堀
河
題
に
合
う
和
歌
を
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
古
今
集
歌
は
朱
雀
院
女
郎
花
合
（
亭
子
院
女
郎
花
合
）・
寛
平
御

時
后
宮
歌
合
・
是
貞
親
王
家
歌
合
と
い
う
道
真
同
時
代
の
宇
多
院
関
連
行

事
の
和
歌
で
あ
り
、こ
の
う
ち
⑭
の
摂
取
和
歌（
古
今
集
230
）は
勘
物
に「
本

院
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
藤
原
時
平
の
和
歌
で
あ
る
。
こ
の
時
平
の
詠
歌

は
、
為
家
日
吉
社
百
首
の
女
郎
花
題
「
秋
風
に
心
な
寄
せ
そ
女
郎
花
な
び

く
と
人
の
よ
そ
に
も
ぞ
見
る
」
に
も
取
ら
れ
て
お
り
、
宇
多
院
関
連
（
亭

子
院
女
郎
花
合
）
の
ハ
レ
の
和
歌
と
し
て
、
為
家
の
時
代
に
は
北
野
に
対
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す
る
禁
忌
と
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
え
る
。『
古
今
集
』
仮
名
序
に
あ
る
よ

う
に
「
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
」
る
和
歌
だ
か
ら
こ
そ

問
題
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

5
、
至
誠
の
神
と
家
意
識

　

北
野
天
神
を
「
正
道
・
至
誠
の
神
」
と
意
識
し
た
表
現
と
し
て
、
以
下

の
和
歌
が
あ
る
。

 　

⑱ 

い
に
し
へ
の
今
日
の
五
月
の
菖
蒲
草
あ
や
な
き
跡
と
誰
し
の
ぶ
ら

ん
［
菖
蒲
］

 　

⑲
頼
も
し
な
玉
と
欺
く
蓮
葉
の
露
を
ま
こ
と
の
こ
と
わ
り
と
見
ば［
蓮
］

 　

⑳
氷
と
は
た
が
偽
り
ぞ
氷
室
山
思
ひ
と
く
に
は
水
と
な
り
つ
つ［
氷
室
］

 　

㉑
む
す
ば
で
や
泉
の
水
を
く
ら
さ
ま
し
夏
を
忘
る
る
偽
り
も
憂
し［
泉
］

 　

㉒ 

聞
き
お
き
し
物
思
ふ
宿
の
秋
萩
は
こ
と
わ
り
な
り
や
露
の
深
さ
も

［
萩
］

 　

㉓
こ
と
わ
り
の
あ
と
を
ば
神
も
と
ほ
さ
な
ん
道
妨
げ
の
秋
の
夕
霧［
霧
］

 　

㉔ 

秋
の
月
見
る
た
び
ご
と
に
思
ふ
か
な
く
も
る
心
は
神
も
請
け
じ
を

［
月
］

 　

㉕ 

と
ど
ま
ら
ぬ
な
ら
ひ
ぞ
秋
と
慰
み
て
惜
し
ま
じ
さ
ら
ば
こ
と
わ
り

も
な
し
［
九
月
尽
］

 　

㉖ 

難
波
潟
霜
の
枯
れ
葉
の
よ
し
あ
し
も
世
々
を
重
ね
て
神
は
し
る
ら

ん
［
寒
蘆
］

 　

㉗
あ
や
ま
た
ぬ
心
の
内
を
頼
む
か
な
今
も
北
野
の
神
は
知
る
ら
ん［
野
］

 　

㉘ 

憂
し
つ
ら
し
難
波
堀
江
の
よ
し
あ
し
よ
我
が
世
渡
り
の
橋
と
な
り

な
ば
［
橋
］

 　

㉙ 

ぬ
る
が
内
に
夢
と
見
し
こ
そ
は
か
な
け
れ
何
か
ま
こ
と
の
現
な
る

べ
き
［
夢
］

 　

㉚ 

思
ふ
事
ひ
き
た
が
ふ
な
よ
御み

標し
め

縄な
は

の
ち
の
世
か
け
て
人
を
助
け
ば

［
述
懐
］

　

以
上
の
波
線
部「
あ
や
な
き
」「
欺
く
」「
ま
こ
と
」「
こ
と
わ
り
」「
偽
り
」

「
よ
し
あ
し
」「
あ
や
ま
た
ぬ
」「
た
が
ふ
」
な
ど
道
理
・
虚
実
・
善
悪
と

い
う
理
非
曲
直
に
関
す
る
表
現
の
多
用
は
、「
道
を
正
す
至
誠
の
神
」
と

い
う
認
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
言
葉
選
び
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
祈
念
や
憂
慮
の
和
歌
表
現
は
、
や
は
り
反
御
子
左
派
の

動
き
に
対
す
る
危
惧
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
和
歌
は
、
い
っ
そ
う

歌
道
家
や
反
御
子
左
派
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

 　

㉛ 

和
歌
の
浦
や
曇
る
に
似
た
る
春
雨
は
我
が
身
一
つ
に
ふ
る
心
地
し

て
［
春
雨
］

 　

㉜ 
か
ひ
な
し
や
教
へ
し
道
の
呼
子
鳥
ま
こ
と
の
子
を
ば
棄
つ
る
な
ら

ひ
は
［
呼
子
鳥
］

 　

㉝ 

ひ
き
ひ
き
の
苗
代
水
の
な
ら
ひ
に
も
も
と
の
跡
を
ば
忘
れ
や
は
す
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る
［
苗
代
］

 　

㉞ 
に
ひ
ば
り
の
道
の
横
田
を
ひ
き
捨
て
て
世
々
の
ふ
る
跡
の
早
苗
と

ら
な
む
［
早
苗
］

 　

㉟
こ
と
わ
り
の
跡
を
ば
神
も
と
ほ
さ
な
ん
道
妨
げ
の
秋
の
夕
霧
［
霧
］

 　

㊱ 

浜
千
鳥
跡
あ
る
方
は
さ
り
と
も
と
頼
む
を
神
も
あ
は
れ
と
は
見
よ

［
千
鳥
］

 　

㊲ 

本
末
の
榊
み
て
ぐ
ら
と
り
ど
り
に
こ
れ
も
一
つ
に
な
る
と
こ
そ
聞

け
［
神
楽
］

 　

㊳ 

神
は
よ
も
請
け
じ
な
竹
の
言
の
葉
も
重
な
る
世
々
の
跡
を
守
ら
ば

［
竹
］

 　

㊴ 

あ
し
た
づ
も
跡
は
あ
り
と
も
和
歌
の
浦
に
撰
ぶ
藻
屑
の
代
々
を
育

め
［
鶴
］

 　

㊵
苔
衣
同
じ
袂
に
世
々
か
け
て
重
な
る
跡
に
神
は
道
び
け
［
苔
］

 　

㊶ 

あ
し
引
の
山
は
一
つ
の
道
を
だ
に
こ
な
た
か
な
た
と
な
す
人
の
憂

さ
［
山
］

 　

㊷ 

飛
鳥
川
流
れ
を
く
み
て
み
な
も
と
を
忘
る
る
人
の
淵
瀬
あ
ら
は
せ

［
河
］

 　

㊸ 

老
の
後
さ
ら
に
や
越
え
む
足
柄
の
関
は
は
る
け
き
道
と
見
し
か
ど

［
関
］

 　

㊹ 

身
一
つ
に
又
か
き
つ
も
る
言
の
葉
も
あ
り
し
に
今
の
及
び
や
は
す

る
［
懐
旧
］

　

こ
れ
ら
の
「
和
歌
浦
」「
言
の
葉
」「
道
」「
跡
」「
流
れ
」
は
歌
道
を
象

徴
し
た
表
現
で
あ
り
、
自
身
の
御
子
左
家
を
「
㉝
も
と
の
跡
」「
㉞
世
々

ふ
る
跡
」「
㉟
こ
と
わ
り
の
跡
」「
㊱
跡
あ
る
方
」「
㊳
言
の
葉
も
重
な
る
世
々

の
跡
」「
㊴
和
歌
の
浦
に
撰
ぶ
藻
屑
の
代
々
」「
㊵
世
々
か
け
て
重
な
る
跡
」

「
㊶
一
つ
の
道
」「
㊷
み
な
も
と
」「
㊹
身
一
つ
に
又
か
き
つ
も
る
言
の
葉
」

と
表
し
て
、
俊
成
・
定
家
・
為
家
と
撰
者
を
輩
出
し
て
き
た
歌
道
家
の
正

統
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
流
の
御
子
左
家
か
ら
分
派
し
た
新
興

勢
力
の
反
御
子
左
派
を
「
㉝
ひ
き
ひ
き
の
苗
代
水
」「
㉞
横
田
」「
㉟
道
の

妨
げ
の
秋
の
夕
霧
」「
㊶
こ
な
た
か
な
た
と
な
す
人
」「
㊷
み
な
も
と
を
忘

る
る
人
」
と
表
し
て
批
判
し
て
い
る
。

　

以
上
⑱
～
㊹
の
和
歌
か
ら
、「
道
を
正
す
至
誠
の
神
」「
歌
道
文
道
の
神
」

で
あ
る
北
野
天
神
に
対
す
る
為
家
の
祈
願
と
し
て
、
御
子
左
家
の
正
統
性

と
歌
道
統
一
に
関
す
る
祈
願
、
お
よ
び
歌
道
の
鎌
倉
進
出
㊸
と
撰
者
輩
出

の
歌
道
家
継
承
㊴
と
い
う
御
子
左
家
の
繁
栄
に
関
す
る
祈
願
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

6
、
北
野
に
関
す
る
「
家
の
説
」

　

次
に
「
行
幸
重
な
る
国
家
守
護
の
神
」
を
意
識
し
た
も
の
と
し
て
、
以

下
の
和
歌
が
あ
る
。
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㊺ 
う
つ
り
ゆ
く
な
ほ
世
の
た
め
を
思
ふ
か
な
け
ふ
長
月
の
菊
に
つ
け

て
も
［
菊
］

 　

㊻ 

国
を
ま
も
り
君
を
た
す
け
し
ち
か
ひ
も
て
万
世
ま
で
も
な
ほ
ぞ
さ

か
へ
ん
［
祝
］

 　

㊼ 

御み

輿こ
し

岡を
か

あ
た
り
の
雪
や
消
え
ぬ
ら
ん
古
き
跡
と
て
若
菜
つ
む
な
り

［
若
菜
］

 　

㊽ 

い
く
世
に
か
北
野
の
原
の
御み

輿こ
し

岡を
か

と
だ
ち
の
跡
も
ふ
り
増
さ
る
ら

ん
［
鷹
狩
］

　

こ
の
㊺
㊻
の
和
歌
で
は
国
家
鎮
護
の
天
神
に
撰
集
下
命
者
と
な
り
う
る

天
皇
・
上
皇
の
繁
栄
・
安
寧
を
祈
念
し
、
㊼
㊽
の
和
歌
で
は
北
野
が
古
く

か
ら
「
行
幸
が
重
な
る
地
」
と
し
て
天
皇
・
上
皇
と
の
結
び
つ
き
が
強
く

連
綿
と
続
い
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
　

桓
武
朝
「
遊
猟
於
北
野
」（ 『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
五
年
十
一
月
二
日

条
な
ど
）

　
　

光
孝
朝
（『
三
代
実
録
』
仁
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
）

　
　

宇
多
朝
（ 『
日
本
紀
略
』
寛
平
七
年
三
月
五
日
、
寛
平
八
年
閏
正
月

六
日
）

　
　

醍
醐
朝
（ 『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
七
年
閏
十
月
十
七
日
、
延
喜
十
八

年
十
月
十
九
日
、
延
喜
二
十
一
年
十
二
月
九
日
、
延
長
四

年
十
一
月
六
日
）

な
ど
、
北
野
社
が
鎮
座
す
る
以
前
か
ら
北
野
で
は
遊
宴
や
遊
猟
が
行
わ
れ

て
お
り
、
桓
武
朝
以
降
の
歴
代
王
朝
で
繰
り
返
し
北
野
行
幸
が
行
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
う
ち
の
宇
多
天
皇
の
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
閏
正
月
六
日
の

北
野
行
幸
に
つ
い
て
は
、

　
　

有
子
日
宴
。
行
幸
北
野
雲
林
院
。
其
扈
従
者
、
皇
太
子
及
一
品
式
部

卿
本
康
親
王
、
上
野
太
守
四
品
良
純
親
王
、
四
品
貞
数
親
王
、
大
納

言
正
三
位
源
朝
臣
能
有
、
中
納
言
従
三
位
藤
原
時
平
、
中
納
言
源
光
、

中
納
言
菅
原
道
真
、
参
議
従
三
位
藤
原
高
藤
、
従
三
位
藤
原
有
実
、

算
木
源
真
、
参
議
正
四
位
下
源
貞
恒
、
参
議
源
希
。（『
扶
桑
略
記
』

寬
平
八
年
閏
正
月
六
日
条
）

と
あ
り
、子
日
宴
が
行
わ
れ
て
菅
原
道
真
も
参
加
し
て
い
た
。『
菅
家
文
草
』

巻
七
所
収
「
寛
平
八
年
閏
正
月
雲
林
院
子
日
行
幸
記
」
に
よ
れ
ば
、
宇
多

天
皇
・
時
平
・
道
真
・
紀
長
谷
雄
ら
が
漢
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
醍
醐
天
皇
の
北
野
行
幸
に
は
時
平
の
弟
の
藤
原
仲
平
が
参
加
し

て
お
り
、『
後
撰
集
』
雑
二
・1132

に
、

　
　
　
　

 

同（
延
喜
御
時
（

じ
御
時
、
北
野
の
行
幸
に
御み

輿こ
し

岡を
か

に
て　

枇
杷
左
大
臣

　
　

 

御み

輿こ
し

岡を
か

幾い
く

十そ

の
世
々
に
年
を
経
て
今
日
の
御
行
を
待
ち
て
見
つ
ら
ん

と
あ
り
、
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
後

撰
集
』
の
「
御
輿
岡
」
と
い
う
地
名
は
清
輔
『
奥
義
抄
』
の
時
代
に
は
所

在
不
明
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
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此
歌
の
詞
に
は
「
延
喜
御
時
北
野
の
行
幸
に
み
こ
し
を
か
き
て
」
と

あ
り
。
歌
に
は
「
み
こ
し
を
か
」
と
あ
り
。
是
は
所
の
名
也
。
北
野

の
方
に
あ
る
に
や
。或
人
云
、「
近
衛
を
ば
み
こ
し
を
さ
と
云
ふ
な
り
。

枇
杷
大
臣
、
近
衛
司
の
時
詠
み
給
へ
る
歌
な
り
。
み
こ
し
を
さ
と
詠

む
べ
し
」
と
も
申
す
め
り
。
但
、
番
長
の
中
に
こ
そ
み
こ
し
を
さ
と

い
ふ
も
の
は
侍
れ
。又
か
の
大
臣
そ
の
時
若
き
人
に
ぞ
お
は
し
け
む
、

「
い
く
そ
の
よ
よ
に
年
を
経
て
」
と
あ
る
も
心
得
ず
、
な
ほ
所
の
名

に
て
あ
る
べ
き
に
こ
そ
。

と
註
釈
が
施
さ
れ
る
表
現
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
説
に
対
し
て
定
家
『
僻

案
抄
』
で
は
、

　
　

北
野
に
「
み
こ
し
を
か
」
と
い
ふ
岡
あ
り
。
延
喜
十
七
年
閏
十
月

十
七
日
、
行
幸
北
野
于
時
枇
杷
大
臣
中
納
言
春
宮
大
夫
左
兵
衛
督
。

又
字
誤
に
「
み
こ
し
を
か
に
て
」
を
「
み
こ
し
を
か
き
て
」
と
書
き

た
る
本
に
不
審
を
な
す
。
そ
の
こ
と
と
な
き
事
也
。
こ
の
頃
の
幼
き

物
、
神
社
行
幸
に
聞
き
な
ら
ひ
て
北
野
大
原
野
を
神
社
の
故
と
思
ふ

は
僻
事
也
。
昔
は
鷹
狩
御
覧
ぜ
む
た
め
野
行
幸
あ
る
也
。
延
喜
御
時

北
野
に
も
大
原
野
に
も
行
幸
あ
り
。

と
、「
み
こ
し
を
か
」
は
岡
の
名
で
あ
っ
て
、「
み
こ
し
を
か
き
て
」
の
本

文
を
有
す
る
清
輔
（
六
条
藤
家
）
の
本
に
不
審
を
示
し
、
北
野
へ
は
鷹
狩

鑑
賞
の
た
め
の
野
の
行
幸
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
顕
昭
『
袖
中
抄
』（
巻

十
六
・
み
こ
し
を
か
）
で
は
、

　
　

顕
昭
云
、
み
こ
し
を
か
と
は
、
と
き
は
林
の
西
に
あ
り
。
嵯
峨
野
御

幸
の
時
、
御
輿
か
き
す
ゑ
奉
る
所
な
り
。
さ
て
「
幾
そ
の
よ
ゝ
に
年

を
経
て
」
と
は
詠
め
る
な
り
。
奥
義
抄
云 

…
（
略
）
…
。
今
案
に
、

後
撰
詞
は「
み
こ
し
を
か
に
て
」と
あ
る
べ
き
を「
み
こ
し
を
か
き
て
」

と
書
き
な
し
た
る
な
り
。
に
の
字
を
き
と
書
け
る
な
り
。
又
考
二
帝

皇
系
図
一
云
、
延
喜
十
七
年
閏
十
月
十
九
日
行
二
幸
北
野
一
、十
八
年

十
月
十
九
日
行
二
幸
北
野
一
、
廿
一
年
十
二
月
九
日
幸
二
北
野
一
、
延

長
四
年
十
一
月
六
日
行
二
幸
北
野
一
、十
月
十
九
日
主
上
与
二
法
皇
一
行

二
幸
大
井
一
云
々
。
上
件
北
野
行
幸
者
紫
野
也
。
大
井
行
幸
之
次
に

は
嵯
峨
野
行
幸
の
あ
る
な
り
。
嵯
峨
野
を
ば
葛
野
と
て
紫
野
に
続
け

る
所
な
り
。
北
野
行
幸
は
、
多
は
十
月
已
後
賞
二
紅
葉
一
也
。
然
者

御
こ
し
を
か
不
レ
可
レ
有
二
北
野
方
一
也
。
枇
杷
大
臣
み
こ
し
を
か
き

て
み
こ
し
を
さ
と
不
レ
可
レ
詠
。
即
岡
也
。

と
あ
り
、「
み
こ
し
を
か
き
て
」
の
本
文
を
誤
記
と
し
、
醍
醐
朝
の
複
数

の
北
野
行
幸
の
考
証
か
ら
多
く
は
紅
葉
鑑
賞
の
た
め
の
行
幸
と
す
る
。

　

以
上
の
六
条
藤
家
の
説
に
つ
い
て
為
家
も
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
先

の
為
家
の
和
歌
㊽
に
「
北
野
の
原
の
御
輿
岡
と
だ
ち
の
跡
」
と
あ
る
の
で
、

為
家
は
敢
え
て
北
野
社
百
首
の
鷹
狩
題
に
『
僻
案
抄
』
の
鷹
狩
説
つ
ま
り

「
家
の
説
」
を
踏
ま
え
た
和
歌
表
現
を
詠
み
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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7
、
御
子
左
家
歴
代
の
和
歌
摂
取

　
『
為
家
七
社
百
首
』
に
は
俊
成
詠
や
定
家
詠
の
表
現
を
踏
ま
え
た
和
歌

が
多
く
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
に
御
子
左
家
歴
代
の
和
歌
表
現
を
利
用
す

る
こ
と
で
為
家
自
身
の
歌
道
家
の
正
統
性
を
奉
納
先
へ
主
張
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
和
歌
が
存
在
す
る
。
北
野
社
百
首
で
は
次
の
二
首
が
そ
れ
に
当

た
る
。

 　

㊾ 

神
も

0

0

見
よ
賤
が
蚊
遣
火
ふ
す
べ
つ
つ
防
く
に
つ
け
て
厭
は
る
る
世

は
［
蚊
遣
火
］

 　

㊿ 

知
る
や
神 

野
辺
の
道
芝
世
を
へ
つ
つ
跡
な
き
霜
を
け
ち
か
ぬ
る
身

は
［
霜
］

こ
の
㊾
の
和
歌
で
は
、「
あ
は
れ
さ
を
人0

見
よ
と
て
も
立
て
ざ
ら
ん
煙
寂

し
き
賤
が
蚊
遣
火
」（
俊
成
五
社
百
首
・
賀
茂
社
・
蚊
遣
火
）
と
い
う
和

歌
が
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、「
賤
が
蚊
遣
火
」
と
い
う
表
現
が
「
俊
成
の

歌
道
の
教
え
」
の
象
徴
と
し
て
詠
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
俊
成

か
ら
歌
道
の
教
え
（
賤
が
蚊
遣
火
）
を
受
け
継
い
で
き
て
い
る
の
に
、
反

御
子
左
派
に
遮
ら
れ
て
「
家
の
教
え
」
が
嫌
わ
れ
避
け
ら
れ
て
い
る
と
い

う
哀
れ
な
境
遇
な
の
だ
と
訴
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
真
観
が
御

子
左
家
の
説
に
異
を
唱
え
て
い
る
例
と
し
て
、『
源
承
和
歌
口
伝
』（
十
、

訓
説
の
思
ひ
思
ひ
な
る
事
）
に
、
柿
本
人
麻
呂
が
出
仕
し
た
時
代
に
つ
い

て
定
家
の
文
武
説
に
対
し
て
真
観
は
清
輔
の
聖
武
説
に
従
っ
て
い
る
と
い

う
批
判
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
和
歌
は
、
こ
う
い
っ
た
背
景
を
詠
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
㊿
の
和
歌
で
は
、「
頼
め
こ
し
野
辺
の
道
芝
夏
深

し
い
づ
く
な
る
ら
ん
も
ず
の
草
ぐ
き
」（
千
載
集
・
恋
三
・795

・
俊
成
）

と
い
う
俊
成
自
讃
歌
の
一
節
「
野
辺
の
道0

芝
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
「
俊

成
か
ら
伝
え
ら
れ
た
歌0

道0

」
を
譬
え
て
お
り
、「
憂
き
よ
り
は
住
み
よ
か

り
け
り
と
ば
か
り
よ
跡
な
き
霜
に
杉
立
て
る
庭
」（
拾
遺
愚
草1701

、
定

家
卿
百
番
自
歌
合182

）
の
一
節
「
跡0

な
き
霜
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
「
定

家
か
ら
伝
え
ら
れ
た
家0

の
跡

0

0

」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
御
子
左
家
と
い

う
由
緒
あ
る
歌
道
家
を
消
さ
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
存
在
（
直
系

で
あ
る
為
家
自
身
）
を
御
存
じ
か
と
神
に
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

北
野
天
神
は
冤
罪
を
晴
ら
す
神
、
文
道
の
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
お

り
、
定
家
は
歌
道
家
の
危
機
に
際
し
て
北
野
天
神
の
溟
助
を
得
て
以
来
、

繰
り
返
し
同
じ
日
に
北
野
参
社
を
行
い
、
撰
歌
祈
念
も
行
う
こ
と
で
撰
者

と
し
て
成
功
を
収
め
、歌
道
家
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い
っ
た
。

当
時
は
幼
か
っ
た
為
家
も
、
定
家
の
傍
ら
で
の
見
聞
や
書
き
残
さ
れ
た
文

献
な
ど
を
通
し
て
知
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
北
野
天
神
は
託
宣
を
下
す
神
と
し
て
も
知
ら
れ
、
定
家
の
撰
歌
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祈
願
の
頃
に
四
日
連
続
北
野
社
の
旧
木
で
酉
時
に
出
煙
し
た
こ
と
（
明
月

記
・
建
仁
三
年
四
月
十
日
条
）
や
、
為
家
の
北
野
社
百
首
成
立
の
四
年
前

の
建
長
八
年（
一
二
五
六
）正
月
二
十
一
日
に
御
正
体
が
落
ち
て
光
を
放
っ

た
こ
と
（『
続
古
今
和
歌
集
』
明
治
書
院
・
二
〇
一
九
年
の
仮
名
序
の
注

釈
に
記
載
の
不
知
記
）、「
造
る
と
も
又
も
焼
け
な
む
菅
原
や
棟
の
板
間
の

合
は
ぬ
限
り
は
」
の
説
話
（
袋
草
紙
・
大
鏡
）
な
ど
、
定
家
や
為
家
も
霊

験
あ
ら
た
か
な
天
神
と
し
て
畏
怖
や
崇
敬
の
念
を
以
て
信
仰
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
真
観
ら
反
御
子
左
派
の
動
き
が
活
発
に
な
る
な
か
二
度
目
の

撰
歌
作
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
為
家
は
、
歌
道
の
畏
れ
・
危
機
感
を
覚

え
て
、『
俊
成
五
社
百
首
』
に
倣
っ
て
自
身
も
堀
河
題
奉
納
百
首
を
詠
作

す
る
に
当
た
り
、
五
社
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
石
清
水
社
・
北
野
社
百

首
も
追
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
為
家
北
野
社
百
首
は
、
父
定
家
の
大

願
成
就
と
い
う
身
近
に
起
こ
っ
た
霊
験
を
期
待
し
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
が
為
家
北
野
百
首
の
和
歌
表
現
に
も
反
映
さ
れ
、
為
家

は
堀
河
題
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
北
野
天
神
を
表
し
て
い
た
。
そ
の
方
法

と
し
て
、
北
野
社
周
辺
の
情
景
や
神
事
を
描
い
た
り
、
伝
説
を
踏
ま
え
て

表
現
し
た
り
、
道
真
詠
に
同
調
し
て
自
身
の
苦
境
を
訴
え
た
り
、
理
非
に

関
す
る
表
現
で
反
御
子
左
派
の
不
当
性
を
示
し
た
り
、
北
野
に
関
す
る
家

の
説
お
よ
び
俊
成
詠
・
定
家
詠
の
一
節
を
詠
み
入
れ
る
こ
と
で
御
子
左
家

の
正
統
を
神
へ
訴
え
た
り
し
て
、
為
家
は
様
々
に
北
野
社
へ
の
奉
納
百
首

を
詠
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
〈
追
記
〉本

稿
は
、「
堀
河
題
で
奉
納
百
首
を
詠
む
と
い
う
こ
と
―
藤
原

為
家
の
北
野
奉
納
百
首
の
場
合
―
」（
和
歌
文
学
会
関
西
例
会
・

二
〇
一
九
年
七
月
六
日
於
相
愛
大
学
）
お
よ
び
「
定
家
周
辺
の
天

神
信
仰
―
後
代
へ
の
影
響
―
」（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研

究
例
会
・
二
〇
一
九
年
九
月
一
四
日
）
で
口
頭
発
表
し
た
内
容
の

一
部
を
合
わ
せ
て
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。口
頭
発
表
の
際
、

助
言
を
下
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
ふ
く
ど
め　

た
ま
み
／
本
学
非
常
勤
研
究
員
）


